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　総合計画第３期基本計画の初年度となる令和５年
度の当初予算は、『長浜の未来を創造する まちの“好
循環”を生み出す ～長浜に暮らす若者が、現在も、将
来も魅力を感じられるまちをめざして～』を施策推進
の取組姿勢として編成しました。
①�若者の活躍や子育てを応援する「住みやすいまち」

を創造
　新たに「未来こども若者局」を設置し、若者のネット
ワークづくりやチャレンジ応援をスタートするとと
もに、こども家庭センターを設置する等、重層的な相
談支援体制の充実を図り、子ども・若者応援、子育て
支援に関わる包括的な取組みを推進します。すべて
の子どもたちが「真の学力向上」を身につける取組み
を推進する等、教育振興に取り組みます。
②地域の魅力を活かした「活力あるまち」の創造
　ゼロカーボンに向けた取組みを加速化するととも
に、「環境」、「経済」、「社会」の視点から地域振興に
つなげる実行戦略を策定し、人と資本を呼び込む取組
みを進めます。
　また、本市の自然や文化、歴史、交通拠点等の地域資
源を最大限活用し、魅力を感じてもらえるまちづくり

や持続可能な都市を形成する取組みを進めます。
③長浜の未来に向けた行政経営改革
　サービスの質と効率性を高めるため、行政のデジタ
ル化・業務改善を進めるとともに、未利用財産の売払
い等で財源の確保を行い、長浜の未来に活用できる資
源を生み出します。

【一般会計】歳出予算

　民生費は、自立支援給付費等扶助費の増加や子ども医療費助成制度の通年予算化、民間保育所の整備に
係る補助金等が増加したことにより2.2％の増。教育費は、浅井中学校長寿命化改修や旧長浜図書館の解
体、学校ＩＣＴ教育にかかる経費等の増加により17.8％増。衛生費は、物価高騰等に伴う湖北広域行政事
務センター負担金の増加や出産・子育て応援給付金事業の増加等により8.2％増となりました。
　一方、総務費は、定年退職の年齢延長による退職手当の減少や選挙執行経費の減少、また庁舎内ネット
ワーク環境整備の完了により5.7％減。土木費は、豊公園再整備事業や市営住宅の管理の民間委託に係る
経費が増加するものの、急傾斜地崩落対策事業に係る経費が減少したこと等により3.2％減となりました。

◆市債残高は３年連続減少
　平成30年度から令和２年度にかけては、合併特例債
等を活用した大型建設事業が集中したことにより増加
しましたが、計画的な繰上償還や借入予定額の減少に
より前年度比27億円(6.4％)減。今後も市債残高を抑
制しながら、投資的事業の推進と財政の健全化を両立
していきます。

市債(市の借金)の状況(一般会計分)

※H28～ R3は決算、R4は補正予算案、R5は当初予算を表示

一般会計当初予算のポイント

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（億円）
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R5

399

454

歳出
民生費39.6%
209億4,769万円

衛生費9.9%
52億3,153万円

総務費10.8%
57億3,669万円

教育費12.0%
63億3,296万円

土木費9.0%
47億5,371万円

公債費7.7%
40億9,216万円

議会費0.5%
2億4,483万円

農林水産業費4.3%
22億6,572万円

消防費4.2%
22億2,081万円

商工費1.9%
10億712万円

労働費0.0%
1,679万円

予備費0.1%
5,000万円
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令和５年度当初予算
※ 表示単位未満をそれぞれ四捨五入しているため、合計は総額と
一致しない場合があります。

問 財政課☎６５－６５０６

一般会計予算額
529億円（前年度比2.5％増）
特別会計予算額
261億8,700万円（前年度比1.3％増）
企業会計予算額
303億100万円（前年度比6.9％増）
【一般会計】歳入予算

　市税は、定年引上げ等により増加傾向にある個人市民税や主要法人の増収増益による法人市民税の増
収、および家屋の新築増加や償却資産における企業の設備投資による固定資産税の増収により、市税全体
で3.5％増。地方交付税は、臨時財政対策債の抑制等により1.4％増。国庫支出金は学校施設整備費補助
金の増加等により6.2％増となりました。
　一方、市債は中学校整備事業債等が増加するものの、臨時財政対策債や地方道路整備事業債等の減少に
より10.6％減。繰入金は教育施設整備基金の繰入れや、新一般廃棄物処理施設整備運営事業にかかる公
共施設等総合管理基金の繰入れが増加するものの、市債償還にかかる減債基金の繰入れの減少等により、
繰入金全体で7.3％減となりました。

歳入

市税31.9%
168億9,385万円

地方交付税26.8%
142億円

分担金及び負担金0.4%
2億3,612万円

繰入金6.5%
34億4,245万円

諸収入2.3%
12億1,883万円地方譲与税等7.5%

39億700万円

市債2.3%
12億2,270万円

県支出金7.7%
40億7,932万円

国庫支出金12.7%
67億4,064万円

その他1.9%
9億5,911万円
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産業・交流 ～まちの魅力が光り活力にあふれる～

環境・都市 ～水と緑に包まれ住まう～

◆長浜450年戦国フェスティバル事業 4,343万円
　長浜450年の歴史ストーリーをはじめとす
る本市の魅力発信や「戦国（近世）」をテーマと
した観光イベントの開催支援により、更なる
観光誘客を図るとともに、市内の地域間連携
と継続的に集客できる観光地づくりを推進し
ます。

◆丹生ダム建設事業中止に伴う地域振興事業
7,325万円

　丹生ダム建設事業の中
止に伴う地域整備計画に
基づき、余呉地域におい
て地域が主体となって取
り組むアウトドア施設整
備等の官民連携による地
域振興事業への支援を行います。
※ダム事業によるこの発生土受入跡地の利活用を進めます。

◆ デマンドタクシー運行
事業の拡充 670万円

　実証実験事業として、現在デ
マンドタクシーを運行している
各区域から、ワンストップで「総
合病院」、「商
業施設」に行
けるよう、区
域外停留所を
増設します。

◆木之本宿道路整備事業
15,450万円

　北部地域の生活拠点とし
て、日常生活で快適に移動が
でき、かつ観光客も来訪しや
すい基盤整備の強化を図るた
めの道路整備を行います。

◆宅配ボックス設置促進事業
87万円

　住宅等への宅配ボックスの設置を
促進することで宅配物の再配達の解
消を図り、配送によ
るCO2排出量を削減
し、地球温暖化防止を
推進します。

◆ 子育て世帯・若者夫婦のZEH住宅
等新築支援事業 1,750万円

　子育て世帯・若者夫婦へ省エネルギー性
能の高い住宅の新築等を支援することによ
り、温室効果ガスの排出
を抑制し、住宅の低炭素
化を図るとともに、本市
への定住を促進します。

◆若者活躍応援事業 685万円
　子どもや若者の意見を施策に反映するた
めのアンケート調査を行うとともに、若者の
ネットワークや活躍の場を構築するためのサ
ポート体制づくり、学生フィールドワークの
支援等を行います。

◆森林境界明確化事業 176万円
　境界や所有者が不明な森林が増加して
いることから、森林組合や自治会および県
と連携し、森林境界や所有者特定のための
登記情報の取得、合成公図の作成および相
続調査等を行い、森林整備および森林資源
の利活用を推進します。

◆地域脱炭素実行戦略策定・推進事業
4,608万円

　再生可能エネルギーの基
礎調査や電力事業の検討を
行うとともに、市街地や農
村など多様な地域を有する
本市ならではの特性を活か
したモデル構築や具体的な
実行戦略の策定を行います。

◆ 太陽光発電システム等設置
促進事業 2,020万円

　太陽光発電システム、定置式蓄電シ
ステム、家庭用エネルギー管理システ
ム（HEMS）ならびに充放電システム
（V2H）の設置を促進することにより、
CO2排出量の削減と再
生可能エネルギーの普
及を図ります。

◆ DX 実証実験プロジェクト事業
915万円

　DXの取組みにより地域課題の解決や
市民生活の質の向上を迅速に実現する
ため、デジタル技術を活用したプロジェ
クトを公募し、実
用化に向けた実証
実験に取り組みま
す。
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令和５年度 主な事業 　令和５年度の当初予算は、『長浜の未来を創造する ま
ちの“好循環″を生み出す ～長浜に暮らす若者が、現在も、
将来も魅力を感じられるまちをめざして～』を施策推進の
取組姿勢として編成しました。長浜市総合計画に位置づ
けられた６つの政策テーマごとに主な事業を紹介します。

市民・自治 ～市民と共に創る～

安心・安全 ～不安なく穏やかに暮らす～

教育・文化 ～健やかで豊かな心が育つ～

健康・福祉 ～いきいきと温かく生きる～

◆神田まちづくりセンターの整備 1,389万円
　（改築工事費R5～ R6分　56,400万円）
　地域のまちづくり、生涯学習の
拠点となっているまちづくりセン
ターを改築し、市民活動のさらなる
推進を図ります。安全・安心・快適
な施設をめざして実施設計を行い、
改築工事に着手します。

◆自治会活動デジタル化促進事業
814万円

　自治会が取り組む情報通信
技術機器の導入等に必要な経
費の一部を補助することで、
自治会運営のデジタル化を促
進し、地域活動の推進や情報
伝達の効率化、自治会活動の負担軽減を図ります。

◆消防団拠点施設（屯所）整備事業 6,000万円
　消防団活動に必要な車両および
資機材を保管するため、老朽化が進
んでいる屯所やホース乾燥柱を建
て替えます。

◆防災行政無線更新事業 1,230万円
　災害発生時において、確実かつ迅速
な情報伝達が図れるよう、老朽化が進
む長浜・浅井地域の屋外スピーカーの
更新と機能強化を行うために、実施設
計を行います。

◆学校ICT活用推進事業 7,251万円
　児童生徒の1人1台端末
を活用し、授業支援ソフト
やAI型ドリルソフトを用
い、協働的な学びと個別最
適な学びを推進します。ま
た校務支援システムの導入
により教職員の校務の効率化を図り、教育の質の向上
をめざします。

◆長浜こども家庭センター運営事業
233万円

　妊娠から成人期までの子ど
もと家庭に対して切れ目のな
い包括的な支援を行うため、子
ども・子育て関係の総合相談
窓口として「長浜こども家庭セ
ンター」を設置し、相談支援体制の充実を図ります。

◆部活動の地域移行推進事業 346万円
　中学生の部活動を学校と地域が
連携しながら、地域団体等が実施
する活動へ段階的に移行すること
で、子どもたちが多様な活動を経
験できる機会を提供し、少子化の
中でも持続可能な取組みができる
環境づくりを推進します。

◆中等度難聴高齢者補聴器購入支援事業
120万円

　難聴はコミュニケーションがとり
にくくなり、社会参加の意欲や認知
機能の低下に影響するため、中等度
難聴の高齢者に対し、補聴器の購入
費を助成します。
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 市長コラム12長 浜 大 改 革 の これまでとこれから

令和５年度からの取組み

地域医療の再編

北部地域の振興

若者が集うまちづくり

子育て支援

若者活躍

公共交通

　令和６年度に始まる医師の働き方改革に対応し、
また医療需要が変化する中で、地域の持続可能な
医療体制を構築するため、市立長浜病院、長浜市
立湖北病院、長浜赤十字病院の３病院を一体的に
経営する方法の検討を始めるなど、地域医療改革
に向けて大きく進めました。専門家や市民らによ
る検討会を昨年11月に設置し、その議論を経て今
年９月に一体的経営の方針を決定します。

　まず、北部振興局の人員を強化しました。そして、
丹生ダム建設事業中止に伴う地域振興事業を加速
させるため、大手アウトドア用品メーカーの株式会
社スノーピークと地域・文化・産業・観光振興など
に関する包括連携協定を締結しました。また官民
協力して、ダム事業の発生土受入跡地や旧余呉湖
荘跡地の利活用等を進めました。

　若年層人口が減少するなか、高等専門学校誘致
に力を入れました。若者が集まる高等教育機関と
地域・産業との連携のあり方について、有識者等の
意見を聞きながら検討を進めました。また、武蔵
野美術大学と協定を締結するなど、若者の関係人
口の増加に努めました。なお、小中学生の医療費
無償化を実現しました。

・未来こども若者局の設置
・出産・子育て応援交付金の交付
・使用済み紙おむつの園処分
・こども家庭センターの設置

・学生のまちあそび事業
・学生のサポートチームの設立
・子ども・若者実態調査
・ 地域おこし協力隊制度を活用したまち
づくり

デマンドタクシーの拡充(総合病院・商業
施設に直通)

　令和５年は、長浜の拠点
が小谷から今浜に遷って
４５０年の節目の年。今年
１月に、長政公の陣幕と秀
吉公の陣幕をバックに実行
委員会の設立総会を開き、
お祭りの団体等33団体が集まりました。実行委員
会では、この節目の年を契機として、市内各地に点
在するお祭りをネットワーク化し、それぞれの催し
を４月から12月にかけてリレー形式で開催して、ま
ち全体に年間を通じて賑わいを創出するなど、一丸
となって取り組んでいくことを確認しました。

　長浜駅周辺の活性化のこれまでの取組経過を
検証し、持続可能な発展につなげるため、専門家に
よる調査を行っています。また、アフターコロナに
おける市街地の賑わいづくりについて、検討を進め
ました。さらに、設備投資や新規事業を進める市
内事業者を応援するため、新時代開拓支援事業補
助金を実施しました。

　全ての子どもが将来の夢や目標について肯定的
な考え方を持ち、全国学力学習状況調査において
３年後に全国平均を超えることなどをめざし、学力
向上プロジェクトチームの設置、授業の基本モデル
『長浜スタイル』の設定、児童・生徒にＡＩ型ドリルソ
フトの配布等によるIＣＴ教育の推進、先生が子ど
もと向き合う時間を増やす校務支援システムの導
入などを進めました。

　高専誘致では、隣接する米原市や、県境を超え、
関ケ原町、敦賀市、南越前町と連携協定を締結しま
した。また、石田三成公の大河ドラマ化実現に向
けて、米原市、彦根市、関ケ原町、敦賀市とともにＮ
ＨＫに陳情に出向きました(敦賀市はメッセージ参
加)。こうした連携をさらに進め、大きな経済圏構
想の実現に向かいたいと考えています。

　市全体の地域脱炭素戦略を作成し、将来的には、
再生可能エネルギーの地産地消や、脱炭素・再生可
能エネルギービジネスの事業化を図る予定です。

長浜４５０年戦国
フェスティバル

長浜駅周辺・中心市街地の活性化および
事業者支援

真の学力向上

周辺市町との連携

脱炭素・再生可能エネルギー
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投
票
日
当
日
は
、
市
内
37
か
所
の
い
ず
れ

の
投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
１
票
を
む
だ
に
す
る
こ

と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

※ 
37
か
所
の
投
票
所
や
住
所
要
件
等
の
詳
細

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所

〇
本
庁
舎
・
北
部
合
同
庁
舎(

旧
北
部
振
興

局)

・
支
所

 【
期
間
】 

４
月
１
日(

土)

〜
８
日(

土)
 【

時
間
】 

８
時
30
分
〜
20
時

〇
イ
オ
ン
長
浜
店

 【
期
間
】 

４
月
１
日(

土)

〜
８
日(

土)
 【

時
間
】 

10
時
〜
20
時

無
料
で
投
票
所
へ
の
移
動
支
援
を
し
ま
す

　
選
挙
の
当
日
は
、
投
票
所
へ
の
移
動
が
困

難
な
人
に
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

 【
利
用
可
能
日
時
】

　
４
月
９
日(

日)　
８
時
〜
18
時

 【
申
込
期
間
】

　
４
月
３
日(

月)

〜
９
日(

日)

　
８
時
〜
17
時

 【
対
象
者
】

　
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
、次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
投
票
日
に
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

② 

交
通
手
段
ま
た
は
補
助
の
移
動
手
段(

家

族
等
の
送
迎)

が
な
い
人
で
、
自
宅
か
ら
当

日
投
票
所
ま
で
の
移
動
が
困
難
な
人

③
次
の
ア
・
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
ア　

 
自
ら
送
迎
車
両
ま
で
の
移
動
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。

　
イ　

 

自
ら
送
迎
車
両
ま
で
の
移
動
が
困
難

な
場
合
は
、
自
宅
お
よ
び
投
票
所
で

送
迎
車
両
ま
で
の
移
動
を
介
助
す
る

付
添
い
ま
た
は
介
護
す
る
人

が
同
伴
で
き
る
こ
と
。

 【
利
用
の
流
れ
】

　
次
の
と
お
り
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

左
記
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い(

地
域
に
よ
り

申
込
先
が
異
な
り
ま
す
）。

② 

タ
ク
シ
ー
会
社
に
住
所
、
氏
名
、
利

用
時
間
等
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

③ 

投
票
日
当
日
、タ
ク
シ
ー
で
投
票
所

に
向
か
い
、
投
票
後
、
タ
ク
シ
ー
で

自
宅
に
戻
り
ま
す
。

※
入
場
券
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

送
迎
は
自
宅
か
ら
指
定
の
投
票
所

ま
で
の
往
復
で
す
。

※ 

１
台
に
同
居
の
ご
家
族
や
介
助
す

る
人
が
乗
車
で
き
ま
す
。

※ 

配
車
は
申
込
み
順
の
た
め
、お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
に
つ
い
て

問 

選
挙
管
理
委
員
会　
☎
65
・
６
５
０
３

地域 申込先

長浜 近江タクシー ☎０５７０–０２–０１０６
都タクシー ☎６２–６０９３

浅井 滋賀中央交通 ☎５３–２７０８湖北
びわ 長浜タクシー ☎６３–６３１８虎姫
高月 さくらタクシー ☎６３–１３６２
木之本

伊香交通 ☎８２–２１３５余呉
西浅井

 【
投
票
日
】 

４
月
９
日(

日)
 【

投
票
時
間
】 

７
時
〜
20
時

●
投
票
所
変
更
の
お
知
ら
せ

　
虎
姫
運
動
広
場
体
育
館

　
　
　
　
←

　
虎
姫
支
所(

宮
部
町)

●
投
票
場
所
変
更
の
お
知
ら
せ

○
イ
オ
ン
長
浜
店(

山
階
町)

　
　
１
階
特
設
会
場
↓
２
階
特
設
会
場

○
長
浜
南
小
学
校(

加
田
町)

　
　
体
育
館
↓
玄
関
ホ
ー
ル

●
投
票
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
イ
オ
ン
長
浜
店

　
　
10
時
〜
20
時

長浜４５０年戦国フェスティバル　イベントスケジュール
長浜450年戦国フェスティバルは、「戦国」をテーマに各地域でのイベントを盛り上げます。
※スケジュールは予定で、変更されることがあります。詳しくはホームページで。

12月 11月 10月 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月
450
年
フ
ィ
ナ
ー
レ
セ
レ
モ
ニ
ー

長
浜
き
も
の
の
集
い

石
田
三
成
祭

〈
450
年
長
政
公
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
〉

 

小
谷
城
戦
国
ま
つ
り

450
年
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト

ア
ー
ト
イ
ン
ナ
ガ
ハ
マ

長
浜
き
も
の
大
園
遊
会

秋
の
曳
山
巡
行

観
音
の
里
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

豊
公
ま
つ
り

大
道
芸
フ
ェ
ス
タ

戦
国
花
火
大
会

長
浜
あ
ざ
い
あ
っ
ぱ
れ
祭
り

浅
井
長
政
公
450
回
忌
大
法
要

〈
450
年
秀
吉
公
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
〉

 

近
世
城
下
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り（
秋
の
陣
）

長
浜
な
つ
ま
つ
り

き
の
も
と
宿
ま
つ
り

戦
国
水
の
駅
ま
つ
り

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ　
Ｕ
Ｐ　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
2023

「
450
年
記
念
特
別
展
」開
始

近
世
城
下
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り（
夏
の
陣
）

戦
国
史
跡
連
携
事
業（
姉
川
古
戦
場
）

賤
ヶ
岳
戦
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

450
年
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
１
日
）

長
浜
曳
山
ま
つ
り（
13
日
〜
16
日
）

賤
ヶ
岳
戦
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
22
日
）

https://nagahama-450.com/
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012437.html
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　以下のいずれかに当てはまる人は、接種券の発行のための申請が必要です。
①18歳から64歳の医療従事者や高齢者施設等の職員
② ５歳から64歳の基礎疾患等がある人(年齢によって対象となる基礎疾患等が異なります。以下の表で
ご確認ください)
※ すでに自身が①、②であることを報告したことがある人には自動で接種券を送るため、申請は不要で
す。また、精神障害者保健福祉手帳か療育手帳を所持している人などにも自動で接種券を送るため、申
請は不要です。

〈18歳以上の人〉
１.以下の病気や状態の人で、通院/入院している人
　 1.慢性の呼吸器の病気
　 2.慢性の心臓病（高血圧を含む）
　 3.慢性の腎臓病
　 4.慢性の肝臓病（肝硬変等）
　 5.インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病又は他の病気を併発している糖尿病
　 6.血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
　 7.免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
　 8.ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
　 9.免疫の異常の伴う神経疾患や神経筋疾患
　10.神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）
　11.染色体異常
　12.重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）
　13.睡眠時無呼吸症候群
　14. 重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉

手帳を所持している、又は自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」
に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２.基準（BMI30以上）を満たす肥満の人
３.その他重症化リスクが高いと医師が認める人

〈５歳から17歳の人〉
１.以下の基礎疾患等がある人
　 1.慢性呼吸器疾患
　 2.慢性心疾患
　 3.慢性腎疾患
　 4.神経疾患・神経筋疾患
　 5.血液疾患
　 6.糖尿病・代謝性疾患
　 7.悪性腫瘍
　 8.関節リウマチ・膠原病
　 9.内分泌疾患
　10.消化器疾患・肝疾患等
　11. 先天性免疫不全症候群、HIV感染症、その他

の疾患や治療に伴う免疫抑制状態
　12.その他の小児領域の疾患等
　　（ 高度肥満、早産児、医療的ケア児、施設入所や

長期入院の児、摂食障害）
２.その他重症化リスクが高いと医師が認める人

以下の接種を希望する人は、
市ホームページをご確認ください

接種費用
無料

　接種券の発行申請

申請方法

接種券の発行申請をしない場合は、秋ごろに１回分の接種券を送付します。

申請

乳幼児接種 小児接種
（１、２回目）

小児接種
オミクロン株
対応ワクチン

初回接種
（12歳以上の人）

対象者 生後６か月から４歳 ５歳から11歳 ５歳から11歳 12歳以上
回数 ３回 ２回 １回 ２回

接種券 申請が必要です
申請不要

５歳になる誕生月の
翌月に送ります

申請不要
前回の接種から
３か月経過後に
送ります

全員に送付済み

ホーム
ページ

〈インターネットでの申請〉
URL：https://logoform.jp/form/BJcW/224697

〈電話での申請〉
コールセンター

☎０５０－５５２６－１３５８

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012513.html
https://logoform.jp/f/nKsax
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012108.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000011151.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012027.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000011320.html
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接種情報
コ ロ ナ ワ ク チ ン

　以下の対象者は、春に１回、秋に１回オミクロン株対応ワクチンを接種することができます。今回は、春
に受けられるワクチン接種についてお知らせします。

掲載の内容は、３月８日時点のものです。国の方針やワクチンの供給状況などによって、
内容が変わる場合があります。最新情報は、市ホームページで確認してください。

※65歳以上の人、基礎疾患等がある人には 努力義務の適用がされています。
※ ５歳以上のすべての人を対象としたオミクロン株対応のワクチン接種は、秋頃(９～ 12月)に１回の接
種を予定しています。

　令和５年５月７日(日)までにオミクロン株対応ワクチンを一度も受けなかった
場合、令和５年春接種の対象でない人は、令和５年８月末までの間、オミクロン株
対応ワクチンを接種することができません(令和５年９月以降の接種となります)。

対象者 65歳以上の人 ※
18歳から64歳の
医療従事者

高齢者施設等職員
5歳から64歳の
基礎疾患等がある人 ※

回数 １回

接種間隔 前回の接種から３か月経過後

接種券
申請不要

接種時期がきた人から
順に送付します。

接種時期 春(５月８日～８月まで）

使用する
ワクチン

・12歳以上の人は、 ファイザー社製ワクチン もしくは モデルナ社製ワクチン
・５歳～11歳の人は、 小児用ファイザー社製ワクチン(12歳以上用とは別製剤)

長浜市コロナワクチンコールセンター ☎050－5526－1358

オミクロン株対応ワクチン接種

令和５年 春 接種(５～８月)について
接種費用
無料

　  接種券の発行申請

 　オミクロン株対応ワクチンをはじめて接種される人は
 　５月７日までに接種を受けてください

申請

注意

申請が必要です。右ページの

をご確認ください。

接種費用
無料

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012033.html
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●市長の事務部局

総
務
部

総務課 ☎65-6503 文書法規係
〔内部統制推進室〕☎65-6565 総務係
北部管理課☆
(北部合同庁舎内) ☎82-5900 北部管理第一係　北部管理第二係

人事課 ☎65-6502 人事・給与係　健康・育成係　職員支援係
財政課 ☎65-6506 財政係
〔財産活用政策室〕☎65-1717 財産活用推進係
契約管理課 ☎65-6507 契約管理係
秘書課 ☎65-6501 秘書係

未
来
創
造
部
☆

政策デザイン課
☎65-6505 企画経営戦略係

〔プロジェクト推進室〕
広報報道課☆ ☎65-6504 広報報道係
北部政策局☆
(北部合同庁舎内)
　北部政策課 ☎82-5960 北部政策係
〔丹生ダム対策室〕 丹生ダム対策係
未来こども若者局☆
　こども若者応援課 ☎65-6371 こども若者応援係　移住交流推進係
デジタル行政推進局
　デジタル行政推進課 ☎65-6581 ＤＸ推進係　情報管理係

市
民
協
働
部

市民活躍課 ☎65-8711 自治振興係　多文化共生係　協働推進係
〔市民協働センター〕☎65-6525
　〔市民活躍課北部分室〕☆
(北部合同庁舎内) ☎82-5961 北部市民活躍係

生涯学習課 ☎65-6552 生涯学習係
☎63-2122 図書館企画サービス係　

図書館総務係(市立長浜図書館)
〔文化財保護室〕☎65-6510 文化財係

文化福祉プラザ室 ☎65-6907 管理・運営係
文化スポーツ課 ☎65-8787 スポーツ振興係　文化芸術係
人権施策推進課 ☎65-6560 人権施策推進係
国スポ・障スポ大会推進室☆ ☎65-6303 総務企画係　競技運営係

市
民
生
活
部

環境保全課
☎65-6513 企画調整係　生活衛生係　維持管理係
☎79-1289 湖北野鳥センター係

保険年金課
☎65-6512 国民健康保険係
☎65-6516 年金(後期・年金・福祉医療係)
☎65-6527 後期・福祉医療(後期・年金・福祉医療係)

市民課 ☎65-6511 戸籍係　住基係　総務係

税務課
☎65-6524 市民税第一係
☎65-6508 市民税第二係
☎65-6523 資産税第一係　資産税第二係

滞納整理課 ☎65-6517 初動係　整理係　債権管理係
くらし窓口課☆
(北部合同庁舎内) ☎82-5901 税・市民係　保険・福祉係

生活環境係　市民サービス窓口係
市民サービス窓口
(支所窓口)
　〔浅井支所窓口〕☎74-3020
　〔びわ支所窓口〕☎72-3221
　〔虎姫支所窓口〕☎73-3001
　〔湖北支所窓口〕☎78-1001
　〔高月支所窓口〕☎85-3111
　〔余呉支所窓口〕☎86-3221
　〔西浅井支所窓口〕☎89-1121

会計課 ☎65-6509 会計係

産
業
観
光
部

商工振興課 ☎65-8766 官民連携まちづくり推進係　商工労政係
文化観光課 ☎65-6521 観光企画係　観光振興係
〔歴史まちづくり室〕☆ ☎65-6376 歴史まちづくり係

☎63-4611 博物館・資料館係(長浜城歴史博物館)

農業振興課 ☎65-6522
農水産企画係　農業経営支援係　
農村振興係　鳥獣害対策係

森林田園整備課 ☎65-6526 林業振興係　基盤整備係　保全管理係
北部産業振興課☆
(北部合同庁舎内) ☎82-5902 北部産業振興係　北部農林水産係

健
康
福
祉
部

社会福祉課
☎65-6536 地域福祉係　総合相談係
☎65-6519 生活福祉第一係　生活福祉第二係

しょうがい福祉課 ☎65-6518 各種申請・手続き
☎65-6372 しょうがい企画係　自立支援係
☎65-8258 相談支援係

〔発達支援センター〕
☎65-2525 こども療育室
☎65-6904 発達支援室
☎65-6913 相談支援事業所

こども家庭支援課 ☎65-6514 こども家庭支援係
地域子育て支援センター係

〔放課後児童クラブ運営室〕 放課後児童クラブ運営係
　〔家庭児童相談室〕☎65-6544 家庭児童相談係
健康企画課 ☎65-7779 健康企画係
地域医療課 ☎65-6301 地域医療係　病院再編係
〔新型コロナウイルス
ワクチン接種推進室〕☎65-6379

新型コロナウイルスワクチン
接種推進係

健康推進課 ☎65-7759 成人保健係　健康づくり係　母子保健係
予防接種・精神保健係

☎65-7751 地区活動第一係　地区活動第二係
〔北部健康推進センター〕☎85-6420 北部地区活動係

長寿推進課
☎65-7789 高齢企画係
☎65-7841 地域包括支援係

介護保険課 ☎65-8252 介護保険係　介護認定審査係

都
市
建
設
部

都市計画課 ☎65-6541 都市整備係
☎65-6562 都市デザイン係

　〔交通対策室〕☎65-6562 交通対策係
　〔開発調整室〕☎65-6903 開発調整係

建設監理課 ☎65-6534 監理係　地籍係
☎65-6568 技術監理係

道路河川課 ☎65-6531 管理調整係　維持第一係　維持第二係
☎65-6532 整備第一係　整備第二係

　〔神田SIC整備室〕 神田SIC整備係
住宅課 ☎65-6533 住宅管理係　計画・監理係　住まい政策係
建築課 ☎65-6902 建築係　教育施設係　設備係

　〔建築指導室〕☎65-6543 建築指導係
北部建設局☆
(北部合同庁舎内)

　北部建設課 ☎82-5904 整備維持第一係　整備維持第二係　
監理係　下水道係

下水道事業局
　下水道総務課 ☎65-1600 賦課徴収係　収納対策係　総務経営係
　下水道施設課 ☎65-1601 整備係　管理係　維持係

防災危機管理局 
　防災危機管理課

〔原子力安全対策室〕
☎65-6555 地域防災係原子力安全対策係
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お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

４月１日から市役所の組織が一部変わります
問 人事課 ☎６５－６５０２

変更１　未来創造部の設置
　重要政策の企画立案や長浜市総合計画の着実な推
進に向けて未来創造部を設置し、未来創造部の中に
豊かな未来を創造するカギとなる政策を推進する司
令塔として、３つの局(未来こども若者局・北部政策
局・デジタル行政推進局)を配置します。

変更２　北部地域振興機能の基盤強化
　北部振興局に替え、北部合同庁舎内に本庁の各部
局の課・室等を直接配置することで、縦のライン(指
揮命令系統)を強化するとともに、北部政策局・北部
建設局に局長(部長級職員)を配置し、横の連携(各部
局・所属間の連携)を深めます。

変更３　歴史文化を活かした観光振興
　本市の豊かな歴史文化の魅力をより一層活かし観
光振興や地域振興につなげていくため、文化観光課
を配置します。
変更４　支所窓口の改編
　支所を市民サービス窓口(支所窓口)として、くらし
窓口課に配置します。

変更５　その他組織改編
〇�その他組織配置の変更により名称変更を行いま

す。
〇必要に応じ、係の設置・統廃合を行います。

主な変更点

　多様化・複雑化する市民ニーズや行政課題に機動的に対応するため、４月１日から次のように組織を一部変
更します。

※表中の☆は組織変更のある部署です。

●議会・行政委員会の組織・機関
議会 事務局 ☎６５－６５４７ 総務調査係　議事係

農業委員会 事務局 ☎６５−６５４９ 農地管理調整係

選挙管理委員会 事務局 ☎６５−６５０３

公平委員会 事務所 ☎６５－６５４８

監査委員 事務局 ☎６５－６５４８

固定資産評価審査委員会 事務局 ☎６５－６５０３

教育委員会 教育長

事務局

教育総務課 ☎６５－８６０３ 総務係　施設管理係

教育改革推進室 ☎６５－８６０４ 教育改革推進係
学校ＩＣＴ活用推進係

教育指導課

☎６５－８６０５

学校教育係
子ども・学校支援係

〔教職員人事室〕 教職員人事係

〔特別支援教育推進室〕 特別支援教育推進係

〔木之本教育指導事務所〕 ☎８２－５９０６

すこやか教育推進課 ☎６５－８６０６ 環境整備係　健康教育係　
学校給食係

長浜南部学校給食センター ☎６３－５８１８

長浜北部学校給食センター ☎６５－２００１

幼児課 ☎６５－８６０７ 総務係　管理係
保育推進係

●病院事業の組織
病院事業管理者 市立長浜病院 ☎６８－２３００

長浜市立湖北病院

〔湖北病院〕 ☎８２－３３１５

〔介護老人保健施設湖北やすらぎの里〕 ☎８２－３７2５

https://www.city.nagahama.lg.jp/soshiki_list.html
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お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主

　
公
募
に
参
加
す
る
人
は
、
案
内
書
の
内
容
を
十
分

に
確
認
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 【
案
内
書
の
配
布
】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、担
当
課〈
本
庁
舎
４
階
〉、北
部
管
理
課〈
北
部

合
同
庁
舎
〉、各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

 【
申
込
み
】

　
６
月
16
日(

金)

ま
で
に
申
込
書
を
担
当
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
１
日(

月)

～
２
日(

火)

は
、全
国
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
シ
ス
テ
ム
の
更
改

作
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
期
間
中
は
、
署
名
用
電
子
証
明

書
に
係
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
手
続

き
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
に
よ
っ

て
は
、
再
度
来
庁
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
手

続
き
が
可
能
な
内
容
等
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
の
各
種
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
市
民
全
体
で
支
え
る
こ
と
で
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
５
年
度
も
引

き
続
き
、
小
学
校
の
学
校
給
食
費
を
補
助
し

ま
す
。

　
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
対
象
者
は
締
切

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

の
保
護
者

次
の
場
合
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

〇�

就
学
援
助
費
・
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励

費
な
ど
を
受
給
し
て
い
る（
た
だ
し
、
特
別

支
援
教
育
就
学
奨
励
費
を
受
給
し
、
学
校

給
食
費
の
自
己
負
担
分
が
あ
る
場
合
を
除

く
）

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

〇�

在
籍
す
る
小
学
校
に
お
い
て
学
校
給
食
の

提
供
を
受
け
て
い
な
い

〇
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
る

【
補
助
金
の
流
れ
】

〇
市
立
小
学
校
の
場
合

　
学
校
給
食
費
の
実
費
分
を
市
で
補
助
金
か

ら
給
食
費
歳
入
科
目
に
振
替
収
納
す
る
た

め
、
市
に
学
校
給
食
費
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

〇
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　

小
学
校
に
支
払
っ
た
学
校
給
食
費
分
を
、

補
助
金
と
し
て
保
護
者
に
交
付
し
ま
す
。
交

付
時
期
は
令
和
６
年
４
月
以
降
と
な
り
ま

す
。

 【
申
請
方
法
】

〇
市
立
小
学
校
の
場
合

　

４
月
14
日(
金)

ま
で
に
在
籍
す
る
小
学
校

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　
学
校
に
年
間
の
給
食
費
を
支
払
わ
れ
た
後

に
、「
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付
の
う

え
、担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、
各
小
学
校
で
新

学
期
に
配
布
す
る
ほ
か
、
担
当
課
に
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
民
で
支
え
る
小
学
校
給
食
費
補
助
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地
を
売
却
し
ま
す

５
月
１
日
～
２
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

関
連
手
続
き
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す

問 
す
こ
や
か
教
育
推
進
課　
☎
65
・
８
６
０
６

問 

財
政
課 

財
産
活
用
政
策
室　
☎
65
・
１
７
１
７

問 

市
民
課　
☎
65
・
６
５
１
１

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみの持込み日は
４月23日(日)です。※クリーンプラントは事前予約が必要です。問環境保全課☎６５－６５１３

売却対象物件 地目 合計面積 最低売却価格

旧余呉小学校・
余呉体育館
(余呉町下余呉
555番地1ほか)
※建物付き

宅地 17,933㎡ 4,880,000円

※�小学校の校舎・講堂・プール等は、落札者で
解体していただく条件付きです。

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000007948.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012647.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012400.html
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お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

　
空
き
家
・
空
き
店
舗
・
空
き
地
等
の
遊
休

不
動
産
の
解
消
と
ま
ち
の
魅
力
向
上
を
目
的

と
し
て
、遊
休
不
動
産
を
活
用
し
、新
規
出
店

す
る
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 【
募
集
期
間
】 

４
月
３
日(

月)

～
５
月
31
日(

水)
 【

対
象
区
域
】

　

特
定
景
観
形
成
重
点
区
域
等(

長
浜
駅
周

辺
中
心
市
街
地
、
北
国
街
道
木
之
本
宿
・
地

蔵
坂
周
辺
地
域)

 【
対
象
事
業
】

　
遊
休
不
動
産
を
店
舗
と
し
て
活
用
し
、
事

業
を
営
む
も
の

 【
対
象
経
費
】

　
店
舗
の
外
観
・
内
装
改
修
を
含
む
、
新
規

出
店
に
か
か
る
経
費

 【
補
助
金
額
】

　

審
査
会
の
採
点
に
応
じ
て
50
万
円
か
ら

１
５
０
万
円
を
定
額
補
助

※
新
規
の
創
業
者
は
50
万
円
の
加
算
あ
り
。

　

�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
、
実
質
的
に
排
出
量
を
ゼ
ロ

に
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

を
め
ざ
す
こ
と
で
、
産
業
、
地
域
、
く
ら
し
の

向
上
を
図
る
「
な
が
は
ま
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」を
、
湖
北
環
境
経
済
協
議

会
と
連
携
し
、策
定
し
ま
し
た
。

 【
ビ
ジ
ョ
ン
で
め
ざ
す
主
な
こ
と
】

・�
地
域
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、地

域
で
使
う
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出

・�

専
門
的
な
見
地
か
ら
取
組
み
を
支
え
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー(

中
間
支
援

機
関)

機
能
の
創
出

・�

未
来
に
向
か
っ
て
持
続
す
る
た
め
の
環
境

未
来
人
材
の
育
成

・�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

政
策
立
案

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 【
ビ
ジ
ョ
ン
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
】

　
子
育
て
世
帯
・
若
者
夫
婦
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
の
高
い
住
宅(
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
等)

の

新
築
購
入
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
し
、
住
宅
の
低
炭

素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
へ
の
定
住
を

促
進
し
ま
す
。

 【
対
象
者
】 

次
の
①
、②
を
満
た
す
人

①�

18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
す
る
世
帯
、
ま
た

は
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
39
歳
未
満
の
世
帯

②�

当
該
補
助
金
の
交
付
申
請
を
す
る
日
か
ら

１
年
以
内
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
を
満
た
す
新

築
住
宅
を
建
築
・
購
入
し
、居
住
す
る
人

 【
対
象
住
宅
】 

次
の
①
、②
を
満
た
す
住
宅

①�

住
宅
取
得
日
の
時
点
で
築
１
年
以
内
、
か

つ
他
の
人
が
居
住
し
て
い
な
い
住
宅

②�

国
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
補
助
金
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
ま
た
は
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ(

建
築
物
の
省
エ
ネ

性
能
を
第
三
者
機
関
が
評
価
し
認
定
す
る

制
度)

等
に
よ
り
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
住
宅

 【
補
助
対
象
経
費
】

　
高
断
熱
外
皮
・
空
調
設
備
・
給
湯
設
備（
強

制
循
環
式
太
陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
を
除

く
）・
換
気
設
備
の
設
置
に
要
し
た
費
用

 【
補
助
金
額
】

　
１
戸
当
た
り
上
限
50
万
円

 【
そ
の
他
】

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
断
熱
水
準
や
申
請
方

法
等
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
窓
口

　
６
月
１
日
か
ら
、
死
亡
届
後
に
市
役
所
で

必
要
な
手
続
き
等
を
ご
案
内
す
る
「
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー(

予
約
制)

」
を
各
支
所
窓
口
に

も
拡
大
し
ま
す
。
予
約
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
サ
イ
ト
、
ま
た
は
各
窓
口
へ
の
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

 【
窓
口
】

　
市
民
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉、
く
ら
し
窓
口
課

〈
北
部
合
同
庁
舎
〉、各
支
所
窓
口

●
死
亡
届
の
受
付
窓
口

　
６
月
１
日
か
ら
、
死
亡
届
の
受
付
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、次
の
窓
口
に
集
約
し
ま
す
。

 【
窓
口
】

　
市
民
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉、
く
ら
し
窓
口
課

〈
北
部
合
同
庁
舎
〉、浅
井
支
所
窓
口
、高
月
支

所
窓
口

※�

な
お
、
死
亡
届
以
外
の
戸
籍
届
出
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
各
支
所
窓
口
で
も
届
出
が
で

き
ま
す
。

子
育
て
世
帯・若
者
夫
婦
へ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
住
宅

(
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
等)

の
新
築
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

お
く
や
み
手
続
き
に
関
す
る

受
付
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て

空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
新
規
出
店
を
支
援
し
ま
す

な
が
は
ま
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
５
０
を
策
定
し
ま
し
た

問 

住
宅
課　
☎
65
・
６
５
３
３

問 

市
民
課　
☎
65
・
６
５
１
１

問 

商
工
振
興
課　
☎
65
・
６
５
４
５

問 

政
策
デ
ザ
イ
ン
課　
☎
65
・
６
５
０
５

▲おくやみ
　コーナー

▲死亡届受付

　TON-TONには、温室効果ガスの排出・吸収量
をトントンにする、扉をトントンとノックするよ
うに伝えるなどの意味を込め、ビジョンを市民の
皆さんとともに進めるシンボルとなります。

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012512.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000008927.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000001697.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012509.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012175.html
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せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主

〈
個
人
向
け
〉

空
き
家
流
通
・
活
用
促
進
事
業
補
助
金

　
空
き
家
の
改
修
工
事
や
家
財
処
分
に
要
す

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

空
き
家
の
所
有
者(

売
買
契
約
締
結
済
の

場
合
は
売
主)

、ま
た
は
空
き
家
の
購
入(

賃
貸

借)

予
定
者

※
３
親
等
以
内
の
親
族
に
賃
貸(

売
却)

す
る

人
、法
人
お
よ
び
不
動
産
業
を
営
む
人
、市

税
滞
納
者
、暴
力
団
員
等
は
除
き
ま
す
。

【
対
象
空
き
家
】

　
１
年
以
上
居
住
者
ま
た
は
利
用
者
が
な
い

戸
建
て
住
宅
で
、
令
和
５
年
度
中
に
売
買
ま

た
は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た(

す
る
見
込

み
で
あ
る)

空
き
家

【
補
助
金
額
】

〇
空
き
家
の
改
修　
　
　
対
象
経
費
の
１
／
10

(

上
限
20
万
円)

〇
空
き
家
の
家
財
処
分　
対
象
経
費
の
１
／
３

(

上
限
10
万
円)

【
共
通
要
件
】

　
左
記
の
す
べ
て
満
た
す
改
修
等
の
事
業

〇
買
主
・
借
主
が
活
用
を
開
始
す
る
前
に
実

施
す
る
も
の

〇
市
内
業
者
が
請
け
負
う
も
の

〇
令
和
６
年
２
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
も
の

【
申
請
方
法
】

　
必
要
書
類
を
添
付
し
、着
手
前
に
担
当
課
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
等
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
自
治
会
・
市
民
活
動
団
体
向
け
〉

空
き
家
活
用
地
域
活
性
化
事
業
助
成
金

　
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、空
き
家
や
除
却

跡
地
の
活
用
を
行
う
場
合
、空
き
家
の
改
修
や

除
却
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
空
き
家
の
所
在
地
の
自
治
組
織
・
市
内
に

活
動
拠
点
を
有
す
る
市
民
活
動
団
体
等

※
市
税
滞
納
者
、暴
力
団
員
等
を
除
き
ま
す
。

【
助
成
対
象
】
次
の
①
、②
を
満
た
す
も
の

①
空
き
家
を
改
修
ま
た
は
除
却
す
る
工
事
で
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
活
用
す
る
も
の

・
空
き
家
を
改
修
し
、10
年
以
上
活
用(

耐
震

性
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す)

　

例)�

交
流
施
設
・
子
育
て
支
援
施
設
・
食

堂
施
設
・
防
災
倉
庫
・
地
域
の
歴
史

資
料
館　
等

・
空
き
家
を
除
却
し
、５
年
以
上
跡
地
を
活
用

　

例)�

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
待
合

所
・
来
訪
者
用
の
無
料
駐
車
場　
等

②
申
請
者
自
ら
行
う
工
事
か
市
内
事
業
所
が

請
負
い
、
令
和
６
年
２
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
工
事

【
助
成
金
額
】

　
対
象
経
費
の
２
／
３(

上
限
１
０
０
万
円)

【
申
請
方
法
】

　

４
月
３
日(

月)

～
28
日(

金)

に
エ
ン
ト

リ
ー
を
受
け
付
け
ま
す
。
工
事
着
手
前
に
登

録
シ
ー
ト
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
方
法
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
疾
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

〇
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

〇
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
、

受
診
日
時
点
で
75
歳
未
満
の
人

〇
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
、
市
税
等
の
滞

納
が
な
い
人

〇
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す

る
人

※
今
年
度
の
０
次
健
診
お
よ
び
、
特
定
健
診

を
受
診
さ
れ
る
人
は
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診

費
用
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
助
成
内
容
】

〇
人
間
ド
ッ
ク(

日
帰
り
・
１
泊
・
脳
ド
ッ

ク
※
長
浜
赤
十
字
病
院
の
シ
ン
プ
ル
脳

ド
ッ
ク
は
除
く
）、
同
時
に
実
施
さ
れ
る
オ

プ
シ
ョ
ン
検
診

〇
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
（
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
健
診
、

メ
ン
ズ
ド
ッ
ク
健
診
、
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健

診
）、
各
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健
診
に
追
加
し
て
実

施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

【
助
成
額
】

　

受
診
費
用
の
１
／
２(

１
０
０
円
未
満
切

捨
て)

※
日
帰
り
は
上
限
２
万
円
、
宿
泊
を
伴
う
場

合
は
上
限
２
万
５
千
円

【
対
象
受
診
機
関
】

〇
人
間
ド
ッ
ク

　
市
立
長
浜
病
院
、長
浜
市
立
湖
北
病
院
、長

浜
赤
十
字
病
院
、彦
根
中
央
病
院
、友
仁
山

崎
病
院
、
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ウ
エ
ル
ネ
ス
ひ
こ
ね
健

診
ク
リ
ニ
ッ
ク

〇
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク

　
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
伊
吹
、Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ

【
受
付
期
間
】

　
４
月
３
日(

月)

～
12
月
28
日(

木)

※
予
算
額
の
上
限
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、
担
当
課〈
本

庁
舎
１
階
〉、
く
ら
し
窓
口
課〈
北
部
合
同
庁

舎
〉、
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
郵
送
で
も
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

※
受
診
後
の
助
成
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

空
き
家
の
活
用
等
に
係
る

経
費
を
補
助
し
ま
す

問
保
険
年
金
課　
☎
65
・
６
５
１
２

　

〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

問
住
宅
課　
☎
65
・
６
５
３
３

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。４月８日(土)西友長浜楽市店　10時～ 11時30
分、13時～ 15時30分　詳しくは滋賀県赤十字血液センターホームページまで。問健康企画課☎６５－７７７９

▲個人向け

▲�自治会・
市民活動
団体向け

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000009764.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000004180.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000006322.html
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保
健
だ
よ
り

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
自
立

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
め
ざ
し
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 【
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
・
補
助
額
】

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
に
１

kW
あ
た
り
２
万
円
を
乗
じ
た
額(

上
限
６
万
円)

②
定
置
式
蓄
電
シ
ス
テ
ム

　
蓄
電
池
の
蓄
電
容
量
に
１
kWh
あ
た
り
２
万

円
を
乗
じ
た
額(

上
限
10
万
円)

③
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム(

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ)

　
機
器
の
本
体
、
部
材
の
購
入
お
よ
び
設
置

工
事
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３
以
下(

上
限

２
万
円)

④
Ｖ
２
Ｈ(

ヴ
ィ
ー
ク
ル
・
ト
ゥ
ー
・
ホ
ー
ム)

　
機
器
の
本
体
、
部
材
の
購
入
お
よ
び
設
置

工
事
に
要
す
る
費
用
の
１
／
３
以
下(

上
限

４
万
円)

 【
申
請
方
法
】

　

補
助
金
等
交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

付
し
、担
当
課
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
申
請
期
間
】

　
４
月
３
日(

月)

～
令
和
６
年
２
月
29
日(

木)

※�

予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
申
請
期
間
に

か
か
わ
ら
ず
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※�

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
宅
配
物
の
再
配
達
の
解
消
に
よ
っ
て
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
、
ご
家
庭

の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
購
入
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 【
対
象
者
】 

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

○
申
請
日
時
点
で
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人

○
市
税
等
に
未
納
の
な
い
人

※
同
一
世
帯
で
申
請
で
き
る
の
は
１
人
ま
で
。

※
共
用
住
宅
、事
業
所
は
対
象
外
。

 【
申
請
方
法
】

　
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
後
、
必
要
書
類
を

担
当
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

 【
必
要
書
類
】

○
申
請
書
兼
請
求
書

○
補
助
対
象
品
の
領
収
書
の
写
し

○
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
取
扱
説
明
書
等
の
写
し

○
設
置
状
況
を
示
す
写
真

 【
補
助
金
額
】

　
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
本
体
価
格
と
取
付
け
費

用
の
１
／
２(

上
限
５
，０
０
０
円)

※�

対
象
と
な
る
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

補
助
金
の
交
付
は
先
着
順
で
、
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
寄
り
合
い
、
生
き
が
い
を
高
め

る
活
動
を
行
う
拠
点「
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
」の

運
営
を
支
援
し
ま
す
。

 【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で「
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
」を
運
営
す
る

法
人
ま
た
は
団
体

 【
補
助
対
象
事
業
】

　
原
則
と
し
て
１
回
に
つ
き
２
時
間
以
上
で

週
１
回
程
度
か
つ
年
間
40
回
以
上
実
施
す
る

事
業

※�

事
業
開
始
初
年
度
等
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※�

事
業
は
毎
回
、
高
齢
者
５
人
以
上
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

運
営
費
補
助

 【
補
助
対
象
経
費
】

　
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
の
運
営
に
か
か
る
経
費

(

人
件
費
、
報
償
費
、
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
、

印
刷
製
本
費
、
燃
料
費
、
通
信
運
搬
費
、
保
険

料
、手
数
料
等)

 【
補
助
率
】 

１
／
２

 【
補
助
限
度
額
】 

１
回
あ
た
り
５
，０
０
０
円

※�

毎
回
の
参
加
人
数
が
お
よ
そ
20
人
以
上
の

場
合
は
１
回
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
加
算

し
ま
す
。

※�

毎
回
の
事
業
時
間
が
お
よ
そ
４
時
間
以
上

の
場
合
は
１
回
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
加

算
し
ま
す
。

※
週
３
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

整
備
費
補
助

 【
補
助
対
象
経
費
】

　
事
業
の
実
施
に
必
要
な
備
品
等
に
か
か
る

購
入
費
お
よ
び
修
繕
費

 【
補
助
率
】 
１
／
２

 【
補
助
限
度
額
】 
10
万
円

※�

１
事
業
に
つ
き
、
３
会
計
年
度
に
１
回
と

し
ま
す
。

共
通
事
項

　
申
請
書
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
募
集
案
内
、
申
請
書
は
担
当
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
活
躍
の
拠
点「
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
」

を
支
援
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置
費
用

を
補
助
し
ま
す

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

問 

長
寿
推
進
課　
☎
65
・
７
７
８
９

問 

環
境
保
全
課　
☎
65
・
６
５
１
３

問 

環
境
保
全
課　
☎
65
・
６
５
１
３

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000008008.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000009846.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012429.html


広報ながはま
2023年４月号 16

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主

　
市
立
長
浜
病
院
で
は
、
次
の
２
職
種
の
職

員(

令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定)

を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
看
護
師

 【
採
用
予
定
人
数
】

　
55
人
程
度

 【
受
験
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

〇
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

〇�

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
よ
る
看
護
師

ま
た
は
助
産
師
の
免
許
を
有
す
る
人(

令

和
６
年
４
月
末
日
ま
で
に
免
許
取
得
見
込

み
の
人
を
含
む)

〇�

市
内
ま
た
は
近
接
地
に
居
住
で
き
、
夜
間

等
の
緊
急
呼
出
し
に
応
じ
ら
れ
、
交
代
勤

務
が
で
き
る
人

 【
試
験
日
】

　
第
１
回　
４
月
22
日(

土)

　
第
２
回　
５
月
13
日(

土)
 【

申
込
期
限
】

　
４
月
11
日(

火)

※
消
印
有
効

●
薬
剤
師

 【
採
用
予
定
人
数
】

　
３
人
程
度

 【
受
験
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

〇
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

〇�

薬
剤
師
法(

昭
和
35
年
法
律
第
１
４
６
号)

に
よ
る
薬
剤
師
の
免
許
を
有
す
る
人(

令

和
６
年
７
月
末
日
ま
で
に
免
許
を
取
得
で

き
る
見
込
み
の
人
を
含
む)

で
、
当
直
が
で

き
る
人

 【
試
験
日
】

　
４
月
26
日(

水)
 【

申
込
期
限
】

　
４
月
12
日(

水)

※
消
印
有
効

●
共
通
事
項

 【
試
験
会
場
】

　
市
立
長
浜
病
院(

大
戌
亥
町)

 【
申
込
方
法
】

　
電
子
申
請
で
事
前
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た

後
、
受
験
申
込
書
等
の
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
は
担
当
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
郵
送
で
申
込

書
を
請
求
す
る
場
合
は
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
自
ら
住
む
た
め
に
取
得
し
た
戸
建
て
の
中

古
住
宅
、ま
た
は
実
家
を
改
修
す
る
場
合
、改

修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 【
対
象
者
】

　
申
請
の
１
年
以
内
に
、
市
内
の
助
成
対
象

住
宅
に
転
入
・
転
居
し
た(

す
る)

45
歳
未
満

の
人

※�

居
住
者
全
員
の
所
得
の
合
計
額
が
１
，

２
０
０
万
円
以
下
で
、
居
住
者
全
員
が
市

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
が
条
件
で

す
。

 【
対
象
住
宅
】

　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
築
５
年
以
上
の

住
宅

〇�

申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
の
３
親
等
以
内
の

親
族
が
所
有
す
る
住
宅

〇�

申
請
の
１
年
以
内
に
売
買
ま
た
は
賃
貸
借

契
約
が
成
立
し
た
中
古
住
宅

 【
対
象
工
事
】

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
工
事

○�

令
和
６
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
30
万

円(

税
抜)

以
上
の
工
事

○�

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者
等
が

施
行
す
る
未
着
手
の
工
事

 【
助
成
額
】

　
工
事
経
費
の
10
％
相
当
額

　

(

上
限
20
万
円)

※�

満
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
同
居
す
る
場

合
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
親
族
が
同
居
す

る
場
合
に
、そ
れ
ぞ
れ
工
事
費
の
3.5
％(

上

限
各
40
万
円)

を
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま

す
。

 【
事
前
登
録
の
受
付
】

　

４
月
３
日(

月)

〜
14
日(

金)

に
指
定
の
登

録
シ
ー
ト
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

登
録
シ
ー
ト
の
提
出
方
法
等
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
者
多
数
の
場
合
は
、４
月
18
日(

火)

19

時
か
ら
の
抽
選
会
で
申
請
者
を
決
定
し
ま

す
。

※�

事
前
登
録
の
助
成
額
が
予
算
額
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
、
抽
選
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

予
算
額
に
達
す
る
ま
で
随
時
先
着
順
で
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

定
住
の
た
め
の
住
宅
改
修
を
助
成
し
ま
す

市
立
長
浜
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

問 
住
宅
課　
☎
65
・
６
５
３
３

問 

長
浜
市
病
院
事
業
職
員
選
考
委
員
会(

市
立
長
浜
病
院
総
務
課
内)

　

 

☎
68
・
２
３
２
４　
〒
５
２
６・８
５
８
０　
大
戌
亥
町
３
１
３

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000002229.html
http://www.nagahama-hp.jp/employment/guide/


市立病院通信-○-144

広報ながはま
2023年４月号17

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

　
厚
生
労
働
省
は
昨
年
12
月
、
平
均
寿

命
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
の
男
性
は
全
国

第
１
位(

82
．73
年)

、
女
性
は
第
２
位

(

88
．26
年)

と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
に
つ
い
て
、
国
や
県
は
次
の
こ
と

が
要
因
で
は
な
い
か
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

①�

喫
煙
率
が
低
い
こ
と
や
、
多
量
飲
酒

の
人
が
少
な
い
こ
と

②
運
動
す
る
人
が
多
い
こ
と

③�

生
活
習
慣
病
予
防
に
良
い
と
言
わ

れ
る
日
常
生
活
を
し
て
い
る
人
が

多
い
こ
と

　

こ
の
平
均
寿
命
と
よ
く
比
較
さ
れ

る
言
葉
に「
健
康
寿
命
」が
あ
り
ま
す
。

「
健
康
上
の
問
題
が
な
く
日
常
生
活
を

送
れ
る
期
間
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

不
健
康
な
状
態
と
な
る
時
点
を
一
日

で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
健
康
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
長
く
な
り
、

そ
の
結
果
、
健
康
寿
命
が
延
び
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

人
間
ド
ッ
ク
や
一
般
健
診
を
通
し
て
、

身
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
食
生
活
や
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

健
康
な
状
態
を
保
っ
て
い
け
る
よ
う
、

専
門
家
に
よ
る
検
査
や
保
健
・
栄
養

指
導
を
常
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
「
加
齢
へ
の
対
応
」
を
重
要
な

柱
と
位
置
づ
け
、
従
来
か
ら
の
身
体
機

能
の
検
査
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
認
知

機
能
検
査
の
実
施
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
つ
い
て
は
、

「
長
浜
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
に

登
録
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市
外
に

転
出
さ
れ
た
人
か
ら
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

様
々
な
形
で
人
間
ド
ッ
ク
や
一
般

健
診
を
受
診
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
役
立

つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
」と「
医
学
の
発
展
へ
の
貢
献
」を
め

ざ
し
て
平
成
19
年
度
か
ら
長
浜
市
と

京
都
大
学
が
共
同
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
な
が
は
ま
０
次
予
防
コ
ホ
ー
ト
事

業
」
の
健
診
実
施
施
設
と
し
て
、
本
年

２
月
か
ら
新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
健
診
実
施
の
ほ
か
、
地
域

に
出
向
い
て
健
康
に
関
す
る
お
話
を

届
け
る「
出
前
講
座
」や
、
当
セ
ン
タ
ー

の
見
学
会
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
立
長
浜
病
院

　
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
・
２
３
３
５(

直
通)

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “健康豆知識 ”
などを紹介します。

　
市
で
は
、
市
内
の
農
業
者
に
対
し
、
農

業
用
機
械
や
施
設
の
購
入
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
４
月
か
ら
申
請

受
付
を
開
始
す
る
補
助
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 【
申
請
受
付
期
間
】

　
４
月
10
日(

月)

～
21
日(

金)

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

期
間
中
に
受
け
付
け
た
申
請
額
が
予

算
額
を
超
過
し
た
場
合
は
、
交
付
決
定

額
の
調
整
等
を
行
い
ま
す
。
予
算
額

に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
期
間
終
了

後
も
申
請
順
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

※�

受
付
期
間
の
締
切
か
ら
事
業
に
着
手

で
き
る
ま
で
、
１
か
月
程
か
か
り
ま

す
。

 【
補
助
の
内
容
】

　
下
表
の
と
お
り

※�

購
入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
既
に

購
入
し
た
も
の
は
対
象
外
で
す
。

※�

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　　

他
に
も
様
々
な
補
助
事
業
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 農

業
用
機
械
や
施
設
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

問 

農
業
振
興
課　
☎
65
・
６
５
２
２

事業名 補助対象経費 補助率 上限金額 補助要件（一部）
園芸施設用

ビニールパイプハウス
類設置事業補助金

①園芸施設用ビニールパイプハウス類の新設

３／１０以内

100万円 ①１棟50㎡以上
②設置後５年間は園芸施設野菜等を栽培②水稲育苗ハウスの有効活用 (育苗用から園芸用へ ) 30万円

③果樹生産施設類の新設 15万円

転換作物生産
推進事業補助金

①水田での販売用野菜・花き栽培用の機械導入 100～
200万円

①野菜は20a、花きは2a以上拡大
②拡大面積に応じて上限額が変動
③２年度に１回

②麦大豆そば生産用のアタッチメント導入 20万円
①一人１回限り
②認定農業者等
③経営所得安定対策に加入

小規模農家営農継続
支援事業補助金 小規模農家が水稲耕作に使用する農業機械の導入 30万円

①一人１回限り
②水稲共済加入者
③水稲以外を耕作していない
④５年以上経営面積を維持

スマート農業
導入支援事業補助金

①直進アシスト装置・農業用ドローン・ラジコン草刈機の導入
100万円

①一人１回限り
②認定農業者等
③対象機械等を初めて導入
④機械等の規格が経営規模に見合うもの②ＡＩ・ＩｏＴ機能を用いた遠隔制御システムの導入

▲
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�(

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー)

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000009365.html
http://www.nagahama-hp.jp/department/checkup/checkup.html
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宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
大
手
町
自
治
会
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、(

一
財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
後
、
さ
ら
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

問
市
民
活
躍
課(

☎
65
・
８
７
１
１)

　

麦
の
病
害
防
除
を
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
実
施
し
ま
す
。

　

一
斉
防
除
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用

し
、早
朝
か
ら
麦
の
ほ
場
に
農
薬
を
散
布
し
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
４
月
中
旬
～
５
月
上
旬

　
朝
５
時
頃
～
11
時
頃

※�

一
斉
防
除
の
ほ
か
、個
別
防
除
に
つ
い
て
は
期

間
中
２
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

※�

生
育
・
天
候
の
状
況
等
に
よ
り
日
程
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

各
地
域
の
麦
の
病
害
防
除
の
問
合
せ
先
に
つ

い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い(

各
地
域
の
Ｊ
Ａ)

。

問
農
業
振
興
課(

☎
65
・
６
５
２
２)

　

市
内
一
級
河
川
の
草
刈
・
清
掃
を
実
施
さ
れ

る
自
治
会(

団
体)

に
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

実
施
予
定
の
自
治
会(

団
体)

は
、担
当
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

締
４
月
14
日(

金)

問
道
路
河
川
課(

☎
65
・
６
５
３
１
）

　
北
部
建
設
課〈
北
部
合
同
庁
舎
〉(☎
82・５
９
０
４)

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ　申込方法や参加費等の記載がない催しは申込不要、参加無料です。

■マークの意味

麦
の
病
害
防
除
を

実
施
し
ま
す

河
川
愛
護
活
動
に
報
償
金
を

交
付
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
に
一
役

市税・料の納め方は市ホーム
ページでご確認ください。

▲法被ほかコミュニティ活動備品整備

納付月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付期限 ５月31日
（水）

６月30日
（金）

７月31日
（月）

８月31日
（木）

10月２日
（月）

10月31日
（火）

11月30日
（木）

１月４日
（木）

１月31日
（水）

２月29日
（木）

４月１日
（月）

市県民税 一括
１期 ２期 ３期 ４期

固定資産税
都市計画税

一括
１期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税(種別割) 全期

国民健康保険料 一括
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

介護保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

令和５年度税・料納付カレンダー
今年度の税・料の納付期限をお知らせします。

※９月・12月・３月の各末日は取扱金融機関の休業日のため、納付期限は翌営業日になります。
※�65歳以上の人で、市県民税、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料のうち、年金から支払う場合
は、支給時に振替となります。

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000007977.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000011106.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000012144.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000001881.html
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がん検診は、医療機関で年間通して受付中
　市では年間を通して、医療機関で各種がん検診を
行っています。
 【申込み】
胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がんの各種検診
　実施医療機関へ電話で。
乳がん検診
○長浜赤十字病院・長浜市立湖北病院を希望する人
　健康推進課(☎６５－７７５９)へ電話で。
○市立長浜病院を希望する人
　市立長浜病院(☎６８－２３３５)へ電話で。
※ 実施医療機関・対象者につい
ては、下記市ホームページをご
覧いただくか、健康推進課にお
問い合わせください。

総合健診の予約受付を開始しました
　総合健診は、保健センター等の公共施設で、いくつか
の検診を組み合わせて半日で受診することができま
す。託児や通訳(ポルトガル語・スペイン語)が利用で
きる日程もあります。
 【申込み】
　下記のいずれかの方法でお申し込みください。
○下記市ホームページからＷＥＢ予約
○健康づくり日程表に添付された申込書を郵送
○健康推進課へ電話

市の健診はお得です
　市が実施している各種がん検診は、健診料金の約８
割を市が負担しており、自己負担は２割で受診できま
す。また、国保特定健診は、今年度から全ての受診対象
者が無料で受診できます。

子育て個別相談会、離乳食のおはなしタイム
●オンラインでの相談もできます。計測のみのご希望も、予約が必要です。
　対象や日程は、市ホームページでご確認ください。

● お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。当日午前11時の時点で暴風を含む警報ま
たは特別警報が発令された場合は中止します。計測・診察時にバスタオルを使用します。お手数ですが、ご持参ください。
●発熱等のかぜ症状が持続している人は、体調が回復した上で次回健診にお越しください。
●健診受診について、ご不安等がございましたら、事前にお気軽にご相談ください。

 長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１(子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９(保健予防事業について )

 保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０ 保健だより

 乳幼児健診

受けて安心　大人の健診

子育て個別相談会について➡

▶がん検診について

▶総合健診について

 健　診  対象児の生年月日
 会場・実施日  持ち物

 保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

 高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

 【共通】 母子健康手帳
　　　質問票、バスタオル
＊同伴の人はマスクの着用

４か月児健診 令和５年１月 １～ 15日生 ５月25日(木) ５月30日(火)16 ～末日生 ５月26日(金)

10か月児健診 令和４年７月 １～ 15日生 ５月23日(火) ５月22日(月)16 ～末日生 ５月24日(水)

１歳８か月児健診 令和３年９月 １～ 15日生 ５月15日(月) ５月18日(木) 歯ブラシ、コップ16 ～末日生 ５月17日(水)

２歳８か月児健診 令和２年９月 １～ 15日生 ５月11日(木) ５月16日(火) 歯ブラシ、コップ
ささやき声検査結果票16～末日生 ５月12日(金)

３歳８か月児健診 令和元年９月 １～ 15日生 ５月８日(月) ５月１日(月) 歯ブラシ、コップ
尿(清潔な容器に入れて)16 ～末日生 ５月９日(火)

受付時間：奇数日生まれ (13時～13時 35分 )　偶数日生まれ (13時 35分～14時 15分 )

( 予約制、要申込 )

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000006215.html
https://www.city.nagahama.lg.jp/0000009919.html
http://www.city.nagahama.lg.jp/0000002447.html
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▲ホームページ ▲YouTube ▲Twitter

【長浜図書館】４月13日㈭～15日㈯

　蔵書点検をおこなうため、以下のとおり休館します。
大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。

さざなみ
タウンの
SNS

【蔵書点検期間中にしていること】
・資料が本棚の正しい場所にあるか確認します。
・利用しやすいように、資料の場所を見直します。
・本棚の後ろなど、普段できない部分の点検・清掃を
おこないます。
【お願い】
〇予約資料の用意に、通常より日数がかかる場合が
あります。余裕をもってお早めのご予約をおすすめし
ます。図書館ホームページからも予約できます。
〇休館中の返却は、返却ポストをご利用ください。
〇大型絵本やカウンターへの返却をお願いした資料
などは、開館中の図書館へお持ちください。

※上記以外の図書館は、通常どおり開館します。
　また、５月以降も各館で蔵書点検を予定しています。

　退職をして自由な時間ができたことをきっかけに、今まで自分がしてきた仕事の経験を、地
域の皆さんのために活かせる場所がないかと、社会福祉協議会に相談しました。
　そこで地域で開催されているサロン活動を教えてもらう中で、自分でもサロンを立ち上げる
ことを決めました。サロンの内容や運営方法など様々なことに親身になって相談に乗ってい
ただき、地域の自治会館で月2回のペースで活動を始めることができました。近所の方と交

流ができ、今まで以上に深くつながれるようになったと感じています。コロナがもう少し落ち着いたら、サ
ロンでしてみたいことがたくさんあり、夢が膨らんでいます。

地域でサロンを立ち上げ　60代女性

　社会福祉協議会では地域の仲間づくり、居場所づくりを応援して
います。今回はこれまでの仕事の経験を活かしたいというご相談を受
け、具体的なサロン活動につながりました。サロンは、自治会単位などの地域で定期的
に集まり、交流する場所です。年齢や性別を問わず、地域の人とつながり、お互いに見守
りあう関係ができます。
　社会福祉協議会では、サロンを立ち上げるための支援を始め、実際に運営するため
の情報やノウハウの提供、活動メニューに対する相談支援、活動費の助成なども行って
います。サロンを通して、地域の住民が絆を深め、支えあうまちづくりにつなげていくこと
ができます。サロン活動に興味・関心を持たれた人は、ぜひご相談ください。

問長浜市社会福祉協議会（文化福祉プラザ３階）
　(☎62-1804)

社会福祉協議会
生活支援コーディネーター

『やってみたい』が『できた』具体的な例をお知らせします。

http://www.sazanami-town.com/wp/
https://youtube.com/channel/UC2_U6TwCNf9-uBqPDIcZbpA
https://twitter.com/PEDF3mMToYQ6irf
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料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2023年５月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長
浜
市
八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
市
役
所
　
広
報
報
道
課

「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」係
　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所　広報報道課　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

や
ま
折
り

　

長
濱
八
幡
宮
は
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ

た
神
社
で
す
。
戦
国
時
代
に
は
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
も
の
の
、
長
浜
城
主
に
な
っ
た

羽
柴
秀
吉
に
よ
り
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
秀
吉
が
長
浜
城
主
時
代
に
造
営
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る「
放
生
池
」が
あ
り
ま

す
。
小
規
模
な
が
ら
、
安
土
桃
山
時
代
の

豪
健
な
石
組
が
み
ら
れ
、
現
在
は
長
浜
市

指
定
の
名
勝
庭
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
生
池
は
、
境
内
の
小
社
・
都つ

久く

夫ぶ

須す

摩ま

神
社
を
造
営
す
る
に
あ
た
っ
て
造
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
記

録
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
こ
の
池
か
ら
小

社
へ
、
三
本
の
橋
が
架
か
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
現
在
は
東
部
と
南
部
に
二
本
の

石
橋
だ
け
確
認
で
き
ま
す
。

　

小
社
に
向
か
っ
て
東
側
に
は
、
大
き
な

立
石
の
両
脇
に
脇
石
を
立
て
た
三
尊
石
組

が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
も
石

を
数
個
設
置
し
て
護
岸
を
兼
ね
、
水
を
使

用
せ
ず
に
滝
を
表
現
し
た
枯か

れ

滝た
き

手
法
の
石

組
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西
側
に
は

巨
石
を
用
い
た
蓬ほ

う

萊ら
い

石
組
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
中
国
の
神
仙
思
想
を
も
と

に
、
理
想
郷
と
さ
れ
る
蓬
莱
島
な
ど
表
す

石
組
を
据
え
て
そ
の
世
界
を
表
現
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、そ
の
横
に
は
、大
き
く
傾

斜
さ
せ
た
亀
頭
石
の
よ
う
な
立
石
が
あ

り
、放
生
池
は
見
る
方
向
に
よ
っ
て
、様
々

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
８
月
に
は
こ
の
池
で
長
浜
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
「
蛇じ

ゃ

の
舞ま

い

」
が
行
わ
れ
ま

す
。
池
の
中
を
、
龍
が
縦
横
無
尽
に
行
き

交
い
、
舞
の
区
切
り
で
上
げ
ら
れ
る
花
火

も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
水
の
中
で
舞

を
行
う
奉
納
行
事
は
非
常
に
珍
し
く
、
開

催
の
折
に
は
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

 問 

長
浜
城
歴
史
博
物
館(

☎
63・４
６
１
１)

長浜市指定名勝
　「長

ながはま

濱八
はちまんぐう

幡宮放
ほう

生
じょう

池
いけ

」
　所在地：長濱八幡宮(宮前町)
　指定日：昭和41年 12月９日指定

▲西側からみた放生池

広報ながはま
2023年４月号21

「市民からのメッセージ」は、次回は令和5年8月号に掲載します。ご意見やお問い
合わせは、ホームページや本庁舎・各支所に設置しているご意見箱からもできます。

シリーズ○

 市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。

143
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●広報ながはまに関するご意見
　（今後、特集を希望するテーマ）

●市政に関するご意見

※担当課からの返事をご希望の場合は、
　氏名・ご住所・連絡先（電話・メールなど）
　をご記入ください。

年齢　　　　　　歳（　男性  ・  女性　）

た
に
折
り

広報ながはま
2023年４月号 22

「市民からのメッセージ」は、次回は令和5年8月号に掲載します。ご意見やお問い
合わせは、ホームページや本庁舎・各支所に設置しているご意見箱からもできます。

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

(税込) (敬称略)

記事広告

http://n-sunpalace.com/
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保
健
だ
よ
り

な
が
は
ま
の
文
化
財

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
広報報道課（☎65－6504）までお知ら
せください。

２月19日(日)
絆と努力を歌にのせて

　長浜文化芸術会館で、２年ぶりに
長浜小学校合唱団の定期演奏会が
開催。第１部は合唱、第２部では
ミュージカル「A

ア ニ ー

nnie」が上演され、
出演した団員たちは練習の成果を
見事に披露していました。
　今回卒団する団長の谷

たに

口
ぐち

さんは、
「２年ぶりに開催できたことが嬉し
い」と話し、応援に駆けつけた卒団
生たちと、オリジナル曲『愛する長
浜』を披露し、観客席から盛大な拍
手が送られました。

２月20日(月)

　市役所本庁舎で新木産業(株)と市
の災害時における浴場施設利用等
に関する協定締結式が開催されま
した。これは地震災害、風水害その
他災害が発生した場合に、被災者の
健康と生活環境の保持に協力いた
だくものです。
　同社の田

た な か

中代表取締役は地域の
役に立てばと提案までの経緯を話
し、市長はお礼と併せ、協定を機に
情報交流を深め、防災力に努めたい
と意気込みました。

３月１日(水)
手続きをもっと身近に

　イオン長浜店２階で、ＢＰＯセン
ター長浜が開設されました。㈱エ
スプールグローカルと市の立地協
定に基づき、同社がマイナンバー
カード申請サポートなどの自治
体業務を行うもので、現在、同セン
ターでマイナポイント申込サポー
トを実施しています。同社の佐

さ

久
く

間
ま

社長は、「住民の利便性向上や行
政の効率化に寄与できれば」と話
し、市長は雇用やＤＸの推進への喜
びを話しました。

２月28日(火)

　市役所本庁舎で、一般社団法人
ジャパン・レンタル・アソシエー
ションと市の災害時における什器・
備品等の供給に関する協定締結式
が開かれました。
　これは、災害時に必要となる什
器・備品等を緊急調達していただ
くもので、市長はお礼と併せ、さら
なる防災力の強化を繋げたいと意
気込みました。

２月24日(金)
高校の魅力をさらに高める

　地域おこし協力隊に新規着任す
る副

そえ

島
じま

拓
た く ほ

歩さんに委嘱状が交付さ
れました。
　副島さんのミッションは高校の
魅力を高め、地域活性化をめざすこ
と。
　副島さんは「高校生や地域の人の
気持ちに寄り添いながら、高校のポ
テンシャルを高められるように頑
張ります」と意気込みました。市長
は期待と激励の言葉を送りました。

２月21日(火)

　市とアウトドアメーカーの(株)ス
ノーピークが包括連携協定を締結。
これは地域振興などの様々な分野
での連携の枠組みを定め、両者で協
力しながら取り組み、地域活性化に
繋げていくもの。
　両者は、丹生ダム建設事業の中止
に伴う地域振興としてキャンプ場
等の整備や、文化や産業等の様々な
分野でも市全体に広がる連携をし
ていきたいと意気込みを語りまし
た。

～地域活性化、災害時の備え等に向けた協定を締結～
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さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

一
言
主

み
ん
な
の
掲
示
板

お
知
ら
せ

◆
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

① 

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
と
前
納
制
度

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
６
，
５
２
０
円
で
す
。
保

険
料
は
前
納
に
よ
る
納
付
が
お
得

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
で
は
、
最

大
２
年(

令
和
５
年
４
月
〜
令
和
７

年
３
月)

の
前
納
が
で
き
、
割
引
額

は
１
４
，
８
３
０
円
で
す
。
申
請
時

期
に
よ
り
、
前
納
で
き
る
期
間
や
割

引
額
が
異
な
り
ま
す
。
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
４
月
中
旬
ま
で
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

前
納
は
、
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

持
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書

② 

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制

度
に
つ
い
て

学
生
で
本
人
の
前
年
度
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
対
大
学(

大
学
院
）、
短

大
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専

修
学
校
等
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
20

歳
以
上
の
人
持
学
生
証(

有
効
期
限

の
記
載
が
あ
る
も
の
、写
し
可)

、ま

た
は
在
学
証
明
書(
原
本)

①
、②
共
通
事
項

場
彦
根
年
金
事
務
所(
彦
根
市
外

町)

、
保
険
年
金
課〈
本
庁
舎
１
階
〉、

く
ら
し
窓
口
課
〈
北
部
合
同
庁
舎
〉、

各
支
所
窓
口
問
彦
根
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課(

☎
０
７
４
９
・
23
・

１
１
１
２)

◆
び
わ
湖
の
春 

音
楽
祭
２
０
２
３

　
ぶ
ん
さ
ん
サ
ン
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
４
月
23
日(

日)

14
時
開
演(

13
時

30
分
開
場)

場
滋
賀
県
立
文
化
産
業

交
流
会
館　

小
劇
場(

米
原
市
下
多

良)

内
文
化
産
業
交
流
会
館
開
館
35

周
年
コ
ン
サ
ー
ト(

出
演
：
び
わ
湖

ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル)

費
一

般
２
，
０
０
０
円
、
24
歳
以
下
１
，

０
０
０
円(

自
由
席)

問
滋
賀
県
立

文
化
産
業
交
流
会
館(

０
７
４
９
・

52
・
５
１
１
１)

◆
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　
『
夢
み
る
小
学
校
』上
映
会

日
５
月
12
日(

金)

10
時
〜
、
18
時

30
分
〜
、
13
日(

土)

10
時
〜
場
さ

ざ
な
み
タ
ウ
ン
多
目
的
ホ
ー
ル

(

高
田
町)

費
大
人
１
，
０
０
０
円

(

18
歳
以
下
無
料)

他
お
子
様
連
れ

向
け
に
、
別
室
で
の
上
映
あ
り
問

『
夢
み
る
小
学
校
』
上
映
実
行
委

員
会D

REAM

な
が
は
ま 

村む
ら

山や
ま(

☎

０
９
０・４
０
３
８・８
８
９
９)

◆
健
康
教
室

日
４
月
６
日(

木)

13
時
30
分
〜
場

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(
地
福
寺

町)

内
動
脈
硬
化
症
に
つ
い
て(

生
活

習
慣
病
予
防
と
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

の
重
要
性)

講
長
浜
赤
十
字
病
院 

循

環
器
内
科
部
長 

上う
え
の野 

義よ
し
き記

問
湖
北

医
師
会(

☎
65
・
３
６
０
０)

◆
伝
統
文
化
教
室

　
は
じ
め
て
の
お
茶
・
お
花

日
５
月
６
日(

土)

か
20
日(

土)

13

時
〜
１
時
間
程
度
場
五
先
賢
の
館

(

北
野
町)

内
お
茶
の
作
法
、
お
花
の

生
け
方
等
講
茶
道
：
伊い

と
う藤 

宗そ
う
と登
、

華
道
：
新あ

ら
い井 

香か
こ
う光

対
小
学
生
・
中

学
生(

保
護
者
同
伴
可)

定
先
着
10

組
費
各
講
座
５
０
０
円(

別
途
花
代

５
０
０
円)

申
４
月
25
日(

火)

ま
で

に
電
話
で
左
記
ま
で
。
問
五
先
賢

の
館(

☎
74
・
０
５
６
０)(

休
館
日
：

水
・
木
曜
日
）

◆
ア
ー
ト
体
験
教
室

日
５
月
12
日
〜
７
月
21
日
の
間
の

毎
週
金
曜
日(

全
11
回)

９
時
〜
12

時
場
長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地

福
寺
町)

講
吉よ

し
い居 

寛ひ
ろ
こ子 

他
２
人
費

１
回
２
，
０
０
０
円
申
電
話
で
左
記

ま
で
。
問
長
浜
文
化
芸
術
会
館(

☎

63
・
７
４
０
０)

◆
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
４
月
23
日(

日)

８
時
30
分
〜
※

雨
天
の
場
合
は
４
月
30
日(

日)

場
神

照
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場(

神

照
町)

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で

編
成
さ
れ
た
社
会
人
チ
ー
ム
費
１

チ
ー
ム
６
，
０
０
０
円
申
電
話
で
左

記
ま
で
。
締
４
月
15
日(

土)

問
長

浜
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会(

☎
62
・

４
１
８
１)

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ
申込方法や参加費等の記載がない催しは申込不要、参加無料です。

■マークの意味

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

●
お
こ
と
わ
り

　
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
催

し
が
延
期
や
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者

に
お
願
い
し
ま
す
。

有料広告欄

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告
主に帰属し、市が推奨するものではありません。

講
座・教
室

催
　
し

募
　
集

お
知
ら
せ
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保
健
だ
よ
り

な
が
は
ま
の
文
化
財

な
が
は
ま
見
聞
録

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

各
種
無
料
相
談

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談・
人権相談

４月11日(火)、５月９日(火)　13時～15時 西浅井まちづくりセンター(西浅井町大浦)

行政相談
　滋賀行政監視行政相談センター
　(☎０７７－５２３－１１００)

人権相談
　大津地方法務局長浜支局
　(☎６２－０５６５)

４月12日(水)　13時～15時 高月支所(高月町渡岸寺)

４月13日(木)、27日(木)　10～12時
※人権相談のみ
４月20日(木)、５月11日(木)　10時～12時

さざなみタウン
ながはま文化福祉プラザ(高田町)

４月20日(木)　10時～12時 木之本まちづくりセンター(木之本町木之本)

４月26日(水)　10時～12時 社協湖北センター(湖北町速水)

４月27日(木)　10時～12時
※人権相談のみ

社協木之本福祉ステーション(木之本町千田)

５月１日(月)　10時～12時 虎姫まちづくりセンター(田町)

５月２日(火)　10時～12時 社協びわセンター(難波町)

結婚相談

４月１日(土)、22日(土)、５月６日(土)
　　　　　　　　　　　10時～12時
４月13日(木)、27日(木)　18時～20時

さざなみタウン
ながはま文化福祉プラザ(高田町)

社会福祉課 (☎６５－６５３６)
※ 登録は市ホームページ「結婚支
援」で検索または下記ＱＲコー
ドから。
※いずれの会場も提供
　できる情報は同じで
　す。

４月８日(土)　10～12時 木之本まちづくりセンター(木之本町木之本)

４月12日(水)、26日(水)　15時～17時
４月22日(土)　10時～12時

高月まちづくりセンター(高月町渡岸寺)

女性の悩み
相談★ ４月15日(土)　13時～16時 長浜市民交流センター(地福寺町)

平日：人権施策推進課
(☎６５－６５５６専用ダイヤル)
土日祝：市民交流センター
(☎６５－３３６６)

■各種無料相談　★印は予約が必要です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
６月号：４月13日(木)　７月号：５月18日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは広報報道課(☎65－6504）までお問合せください。

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

４・５
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
の
感
染
症
検
査
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

４
月
２
日
、９
日
、16
日
、23
日

　
　

29
日
、30
日

５
月
３
日
、４
日
、５
日
、７
日
、

　
　

14
日
、21
日
、28
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
時
30
分
〜
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】 

９
時
〜
18
時

【
診
療
科
】 

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１
・２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療
券
・

お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手
帳(

乳
幼

児
の
場
合)

を
お
忘
れ
な
く
。

※ 
診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・年
末
年
始

(
12
月
30
日
〜
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

有料広告欄

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

http://www.city.nagahama.lg.jp/0000001995.html
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大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
を
担
う
な
ど

研
究
者
と
し
て
も
活
躍
し
、長
浜
市
学
芸
専

門
監
を
経
て
、昨
春
に
淡
海
歴
史
文
化
研
究

所
を
設
立
し
た
太
田 

浩
司
さ
ん
。
歴
史
を

通
じ
て
長
浜
の
未
来
を
見
る
太
田
さ
ん
に
、

今
回
は
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ.

活
動
内
容
や
活
動
へ
の
思
い
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
北
近
江
を
中
心
と
し
た
近
江
の

歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
近
江
の
歴
史

文
化
を
市
内
外
問
わ
ず
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、史
跡
の
整
備
や
大
河
ド
ラ
マ
の
誘

致
、
観
光
振
興
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
取
組
み
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
の
重
要
な
役
割
と
は
、現
在
の
価
値

観
を
絶
対
的
な
も
の
と
せ
ず
、過
去
か
ら
学

ば
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
研
究
所

の
役
目
も
、長
浜
を
人
が
住
み
続
け
る
ま
ち

と
す
る
た
め
に
、
過
去
の
実
例
か
ら
、
地
域

の
魅
力
を
磨
く
手
段
や
方
法
を
提
案
し
て
、

様
々
な
人
と
活
用
の
仕
方
を
模
索
し
て
い

く
こ
と
で
す
。

Ｑ.

活
動
の
中
で
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
は

な
ん
で
す
か
。

　

研
究
を
ま
ち
づ
く
り
や
社
会
に
ど
う
活

用
す
る
か
を
考
え
る
の
は
非
常
に
難
し
い

で
す
。
し
か
し
、
ま
ち
の
魅
力
と
し

て
人
々
を
惹
き
つ
け
る
も
の
の
一
つ

が
歴
史
で
す
。
歴
史
を
通
じ
て
長
浜

に
移
住
し
た
い
と
い
う
人
も
い
る

の
で
、
地
元
の
人
々
も
そ
の
魅
力
を

知
っ
た
う
え
で
、
ど
う
人
を
集
め
る

か
を
み
ん
な
で
考
え
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
、
活
気
あ
る
長
浜
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

Ｑ.

近
江
の
歴
史
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

父
の
影
響
で
歴
史
を
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
近
江
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

大
学
で
中
世
の
庶
民
の
村
社
会
に
つ
い
て

書
か
れ
た
書
籍
を
読
ん
だ
際
に
、そ
こ
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
菅
浦
に
惹
か
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
、菅
浦

を
支
配
し
て
い
た
浅
井
氏
を
論
文
の
題
材

に
す
る
な
ど
、研
究
の
中
で
長
浜
へ
何
度
も

訪
れ
る
う
ち
に
、そ
の
歴
史
の
深
さ
に
魅
力

を
感
じ
て
移
住
し
ま
し
た
。

　
長
浜
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、暮
ら
し
と
と

も
に
あ
っ
た
信
仰
が
今
も
地
域
に
根
強
く

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
あ
る

か
ら
郷
土
愛
も
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
し
、地
域
を
守
る
と
い
う
気
持
ち
に
も
つ

な
が
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ.

今
後
の
展
望
は
い
か
が
で
す
か
。

　

近
江
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
組
み
に
携

わ
る
こ
と
で
、あ
と
10
〜
15
年
の
間
に
歴
史

の
力
で
長
浜
に
住
む
人
や
、関
係
人
口
を
増

や
し
た
い
と
い
う
の
が
一
番
大
き
な
展
望

で
す
。
ま
た
、科
学
的
根
拠(

史
料)

に
基
づ

い
た
ス
タ
ン
ス
を
崩
さ
ず
に
、研
究
者
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

　

４
月
と
い
え
ば
サ
ク
ラ
の
お
花
見

の
季
節
で
す
ね
。
お
花
見
の
定
番
で

あ
る
サ
ク
ラ
以
外
に
も
、
市
内
で
は
密

か
に
有
名
な
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
今
の
季
節
、
市
北
部
の
湖
岸
で
黄
色

い
花
が
集
ま
っ
て
咲
い
て
い
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。
一
面
に
広
が
り
、
ま
る

で
湖
岸
に
黄
色
い
絨
毯
が
広
が
っ
た

よ
う
に
見
え
る
こ
の
花
は
、
ノ
ウ
ル
シ

と
い
う
植
物
で
す
。
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

科
の
湿
地
に
生
え
る
多
年
草(

複
数
年

に
わ
た
っ
て
生
存
す
る
植
物)

で
、サ
ク

ラ
と
同
じ
時
期
に
黄
色
い
花
を
ま
と

ま
っ
て
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
よ
う
に

見
え
る
黄
色
い
部
分
は
、
花
弁
で
は
な

く
ガ
ク
と
呼
ば
れ
る
部
位
に
あ
た
り

ま
す
が
、
平
面
的
に
集
ま
っ
て
咲
く
た

め
、
黄
色
い
大
き
な
花
が
咲
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
さ
ら
に
ノ
ウ
ル

シ
は
地
下
茎
で
広
が
り
な
が
ら
ま
と

ま
っ
て
生
え
る
た
め
、
一
面
に
広
が
り

ま
す
。
名
前
が
ウ
ル
シ
と
似
て
い
ま

す
が
、
茎
を
切
る
と
白
い
液
が
で
る
こ

と
か
ら
つ
い
た
名
前
で
、
ウ
ル
シ
の
よ

う
な
強
い
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ノ
ウ
ル
シ
は
、
水
が
満
ち
引
き
す
る

絶
妙
な
湿
地
に
生
え
ま
す
。
環
境
を
選

ぶ
た
め
、
他
地
域
で
は
絶
滅
が
危
惧
さ

れ
る
貴
重
な
植
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
湖
岸
は
、
大
群
落
が
随
所
に
見

ら
れ
る
貴
重
な
地
域
で
す
。こ
の
春
は
、

こ
の
貴
重
な
花
を
愛
で
に
、
湖
岸
で
花

見
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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 問 

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

 植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、まちづくり
センターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は政策デザイン課まで。

人口と世帯数
令和５年３月１日現在

人口 １１４，７９９人 （－94）
男 ５６，２０５人 （－27）
女 ５８，５９４人 （－67）
世帯数 ４７，３１５世帯（＋32）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Twitter
長浜市広報

Facebook
長浜市教育委員会

Instagram
＃長浜ちょぴっく

YouTube
はま～るtb.

広報紙をスマホで
マチイロ

防災情報等を配信
ＬＩＮＥ

▲一面に咲くノウルシ

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

エピソード　33
湖岸の花園　ノウルシ

このエピソードを紹介する
おもしろ動画はコチラ

今
月
の
表
紙

淡海歴史文化研究所 所長

太
お お た

田 浩
ひ ろ し

司 さん (国友町)

歴史のチカラで
長浜に活力を

隅
々
ま
で
に
夜
明
け
を
知
ら
せ
る
か
の
よ
う
に
日
の
出
の
光
が
広
が
り
、
幻
想
的
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
空
間
に
漁
を
営
む
人
の
姿
が
。
び
わ
湖
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。（
３
月
11
日
撮
影
）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLEUdfWjuekn1rJ8WsgcHlISc3m5FJFk3Q
http://www.city.nagahama.lg.jp/
https://twitter.com/nagahama_kouhou?t=yDVZOfF8aPZ_dEBLlMf2fQ&s=03
https://m.facebook.com/nagahama.kyoiku
https://instagram.com/nagahama_city?igshid=dh82yp8fihud
https://m.youtube.com/channel/UC-rbyF9YsVkTFAz95MoMgrA
https://machiiro.town/
http://line.naver.jp/ti/p/8RE0vOn_-7

